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社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に

「安心していきいき暮らせるまち」を考え、推進する民間団体です。
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６月発行

　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、自宅へこもりがちになったことで孤独や不安を抱
えている人が増えています。そのような中、今の私たちができる取り組みを紹介します。

今日、私たちにできることを、
それぞれの場所で
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新型コロナウイルスとの闘い新型コロナウイルスとの闘い
　菊川市社会福祉協議会では、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けて令和２年３
月末から市民のみなさまや関係機関等のために下記の取り組みをしています。
　緊急事態宣言が解除され、新たな日常を取り戻すためにみなさまと一緒に地域福祉の推
進に努めて参ります。

　令和元年度住民の皆様や団体の皆様等からいただいた会費をもとに以下の事業に活用さ
せていただきました。

○今後の展開
【地域の支えあい・つながり結び直しプロジェクト】
　今後、民生委員・児童委員の皆さんや関係機関と協働で、1人暮らし高齢者のお宅へ孤立防止等の
企画や、福祉団体やボランティアグループと協力し、飲食店を応援するような企画を検討中です。
　菊川市の色々な立場の皆さんと一緒に、1日でも早く新たな日常を取り戻せるように地域福祉の
推進を図っていきたいと思います。

　新型コロナウイルス感染症の影響による減収、休業や失業で、一時的な生活資金が必要な方へ緊急小口資
金の特例貸付を行っています。
　令和２年３月末から５月末の２ヶ月間で、150人を超える方々から相談を受け、約60世帯の貸付申請手続
きを支援しました。
　なお、相談に来所される際には、密を避けるため必ず事前に電話にて予約をいただきたいと思います。
　この貸付制度は、令和２年７月末までの予定です。

　本会で運行している「福祉有償運送」や貸出をしている「福祉車両」、本会が運営している「きくがわデ
イサービス　ぎおんの里」にウイルス対策として、消毒や抗ウイルスの施工を行いました。

　本会では、１人暮らしや日中１人の高齢者等を対象に訪問傾聴ボランティアの派遣事
業を行っていましたが、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、令和２年３月よりボラ
ンティアが訪問する活動を中止しています。
　そのことにより、事業利用者が不安を抱え、孤立状態となってしまったことから、市
内の保育園児に絵を描いてもらったり、カメラの趣味活動をボランティア活動に活かし
ている「おっ撮りカメラ隊」に写真を提供してもらったり、ボランティア活動者に手紙
を書いてもらい、それを本会職員が事業利用者に届けました。

　福祉有償運送運転に関わる講義および演習を６月と11月の２回開催し、運転
手の養成を行いました。受講者は、合計で34人で、講師には市内の社会福祉施
設の職員及び、菊川綜合自動車学校に協力をいただき、当市における交通弱者の
支援につなげていきたいと思います。

＃緊急小口資金（特例）貸付

＃食糧支援
　生活にお困りの方に資金貸付とは別に食糧の支援をしています。
　市民の皆様から寄付していただいたお米と缶詰などのおかずをお渡ししたり、
NPO法人フードバンクふじのくにへ申込みをして、２週間程度の食料が届くよう
に支援しています。
　令和２年３月末から５月末の２ヶ月で18件のご利用がありました。
　また、赤ちゃんを連れたご家族が相談に来られた時には、食糧支援とともに、
社会福祉法人菊川福祉会より、粉ミルクと紙おむつの寄贈を受け、お渡ししました。　近年、私たちをとりまく環境は、困窮・貧困、虐待、孤立死、自殺、ＤＶ

（家庭内暴力）被害、ひきこもりなど、なかなか解決には至らない深刻な福
祉・生活問題が存在しており、既存の社会保障・社会福祉制度では十分に対応
しきれていないことは多くの人が感じています。また、近年日本の各地で地震
や集中豪雨などが頻発し、突然の自然災害に備え、防災対策の必要性がこれま
で以上に認識され、地域住民による様々な取組みが行われています。
　このように、誰もが安心していきいき暮らすことができる菊川市の実現に向

けて、若者も高齢者も全ての人々が自助・共助・公助の下に持てる知恵と能力を結集し、地域力を高めるた
めに菊川市社会福祉大会を令和２年２月11日（火・祝）に菊川文化会館アエルにて開催しました。

＃孤立防止

＃ウイルス対策

　本会では、医療や介護関係者、そして私たちの命を支えてくれるすべて
の皆さんへ5月１日から15日の毎週金曜日の正午に、感謝の“拍手”を送る
「Friday Ovation」に参加しました。

＃FridayOvation

④ボランティア活動事業
◇福祉有償運送運転者講習会

　菊川市に在住する身体の不自由な高齢者、身体障害者及び知的障害者並びに精神障害者で、移送手段を確
保することが困難なため、医療、福祉施設等本人が希望するサービスの利用や外出等が困難な人に対して、
福祉有償運送事業を実施しました。年間で435回の利用がありました。

③福祉サービス事業

②福祉啓発イベント事業

◇福祉有償運送事業

　地域福祉推進への意識啓発を目的に「社協だより」「ホームページ」「ブログ」
「市広報」等を通じ多面的に展開した。また、よりよい広報活動を展開するため
に、広報モニターを設け、それぞれにアンケート調査を実施し、アンケートやモニ
ター会議で出された意見を参考にわかりやすい広報活動に努めました。

①地域福祉活動事業
◇広報活動事業

　令和元年10月26日（土）に菊川市民総合体育館にて、子どもも高齢者も、障
がいのある人もない人もお互いが共に助け合い、一緒に生きていく喜びを感じ
られる住み良い菊川市を築き、また、福祉について考えるきっかけづくりを目
的に開催しました。運営委員会と実行委員会を各４回実施し協議を重ね、開催
当日は実行委員団体やボランティア等の協力により、約600人の人たちがふれ
あう場となりました。

◇ふれあい広場開催事業

◇菊川市社会福祉大会

　公共交通機関を利用することが困難な歩行障がい者（車いす生活者、高齢者）の病院、施設への送迎及び社
会参加の為に特殊車輌（スロープ、リフト付）の貸出を行い、90名が利用され、延498回利用がありました。

◇福祉車両の貸出

令和元年度会費について

●主な事業概要 
　※上記事業の中から主な事業内容を一部抜粋して掲載。

※構成比については四捨五入をしています。

① 地域福祉
活動事業

42%

② 福祉啓発
イベント事業

15%

⑤ 地域福祉
事業活動等

諸経費
39%

④ ボランティア
活動事業

1% ③ 福祉有償
運送事業

3%

支出 【会費支出】単位：円

①
②
③
④
⑤

事業名

合計

金額 構成比
地域福祉活動事業
福祉啓発イベント事業
福祉有償運送事業
ボランティア活動事業
地域福祉事業活動等諸経費

4,178,000
1,471,000

280,000
100,000

3,887,800
9,916,800

42%
15%
3%
1%

39%
100%

2



新型コロナウイルスとの闘い新型コロナウイルスとの闘い
　菊川市社会福祉協議会では、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けて令和２年３
月末から市民のみなさまや関係機関等のために下記の取り組みをしています。
　緊急事態宣言が解除され、新たな日常を取り戻すためにみなさまと一緒に地域福祉の推
進に努めて参ります。

　令和元年度住民の皆様や団体の皆様等からいただいた会費をもとに以下の事業に活用さ
せていただきました。

○今後の展開
【地域の支えあい・つながり結び直しプロジェクト】
　今後、民生委員・児童委員の皆さんや関係機関と協働で、1人暮らし高齢者のお宅へ孤立防止等の
企画や、福祉団体やボランティアグループと協力し、飲食店を応援するような企画を検討中です。
　菊川市の色々な立場の皆さんと一緒に、1日でも早く新たな日常を取り戻せるように地域福祉の
推進を図っていきたいと思います。

　新型コロナウイルス感染症の影響による減収、休業や失業で、一時的な生活資金が必要な方へ緊急小口資
金の特例貸付を行っています。
　令和２年３月末から５月末の２ヶ月間で、150人を超える方々から相談を受け、約60世帯の貸付申請手続
きを支援しました。
　なお、相談に来所される際には、密を避けるため必ず事前に電話にて予約をいただきたいと思います。
　この貸付制度は、令和２年７月末までの予定です。

　本会で運行している「福祉有償運送」や貸出をしている「福祉車両」、本会が運営している「きくがわデ
イサービス　ぎおんの里」にウイルス対策として、消毒や抗ウイルスの施工を行いました。

　本会では、１人暮らしや日中１人の高齢者等を対象に訪問傾聴ボランティアの派遣事
業を行っていましたが、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、令和２年３月よりボラ
ンティアが訪問する活動を中止しています。
　そのことにより、事業利用者が不安を抱え、孤立状態となってしまったことから、市
内の保育園児に絵を描いてもらったり、カメラの趣味活動をボランティア活動に活かし
ている「おっ撮りカメラ隊」に写真を提供してもらったり、ボランティア活動者に手紙
を書いてもらい、それを本会職員が事業利用者に届けました。

　福祉有償運送運転に関わる講義および演習を６月と11月の２回開催し、運転
手の養成を行いました。受講者は、合計で34人で、講師には市内の社会福祉施
設の職員及び、菊川綜合自動車学校に協力をいただき、当市における交通弱者の
支援につなげていきたいと思います。

＃緊急小口資金（特例）貸付

＃食糧支援
　生活にお困りの方に資金貸付とは別に食糧の支援をしています。
　市民の皆様から寄付していただいたお米と缶詰などのおかずをお渡ししたり、
NPO法人フードバンクふじのくにへ申込みをして、２週間程度の食料が届くよう
に支援しています。
　令和２年３月末から５月末の２ヶ月で18件のご利用がありました。
　また、赤ちゃんを連れたご家族が相談に来られた時には、食糧支援とともに、
社会福祉法人菊川福祉会より、粉ミルクと紙おむつの寄贈を受け、お渡ししました。　近年、私たちをとりまく環境は、困窮・貧困、虐待、孤立死、自殺、ＤＶ

（家庭内暴力）被害、ひきこもりなど、なかなか解決には至らない深刻な福
祉・生活問題が存在しており、既存の社会保障・社会福祉制度では十分に対応
しきれていないことは多くの人が感じています。また、近年日本の各地で地震
や集中豪雨などが頻発し、突然の自然災害に備え、防災対策の必要性がこれま
で以上に認識され、地域住民による様々な取組みが行われています。
　このように、誰もが安心していきいき暮らすことができる菊川市の実現に向

けて、若者も高齢者も全ての人々が自助・共助・公助の下に持てる知恵と能力を結集し、地域力を高めるた
めに菊川市社会福祉大会を令和２年２月11日（火・祝）に菊川文化会館アエルにて開催しました。

＃孤立防止

＃ウイルス対策

　本会では、医療や介護関係者、そして私たちの命を支えてくれるすべて
の皆さんへ5月１日から15日の毎週金曜日の正午に、感謝の“拍手”を送る
「Friday Ovation」に参加しました。

＃FridayOvation

④ボランティア活動事業
◇福祉有償運送運転者講習会

　菊川市に在住する身体の不自由な高齢者、身体障害者及び知的障害者並びに精神障害者で、移送手段を確
保することが困難なため、医療、福祉施設等本人が希望するサービスの利用や外出等が困難な人に対して、
福祉有償運送事業を実施しました。年間で435回の利用がありました。

③福祉サービス事業

②福祉啓発イベント事業

◇福祉有償運送事業

　地域福祉推進への意識啓発を目的に「社協だより」「ホームページ」「ブログ」
「市広報」等を通じ多面的に展開した。また、よりよい広報活動を展開するため
に、広報モニターを設け、それぞれにアンケート調査を実施し、アンケートやモニ
ター会議で出された意見を参考にわかりやすい広報活動に努めました。

①地域福祉活動事業
◇広報活動事業

　令和元年10月26日（土）に菊川市民総合体育館にて、子どもも高齢者も、障
がいのある人もない人もお互いが共に助け合い、一緒に生きていく喜びを感じ
られる住み良い菊川市を築き、また、福祉について考えるきっかけづくりを目
的に開催しました。運営委員会と実行委員会を各４回実施し協議を重ね、開催
当日は実行委員団体やボランティア等の協力により、約600人の人たちがふれ
あう場となりました。

◇ふれあい広場開催事業

◇菊川市社会福祉大会

　公共交通機関を利用することが困難な歩行障がい者（車いす生活者、高齢者）の病院、施設への送迎及び社
会参加の為に特殊車輌（スロープ、リフト付）の貸出を行い、90名が利用され、延498回利用がありました。

◇福祉車両の貸出

令和元年度会費について

●主な事業概要 
　※上記事業の中から主な事業内容を一部抜粋して掲載。

※構成比については四捨五入をしています。

① 地域福祉
活動事業

42%

② 福祉啓発
イベント事業

15%

⑤ 地域福祉
事業活動等

諸経費
39%

④ ボランティア
活動事業

1% ③ 福祉有償
運送事業

3%

支出 【会費支出】単位：円

①
②
③
④
⑤

事業名

合計

金額 構成比
地域福祉活動事業
福祉啓発イベント事業
福祉有償運送事業
ボランティア活動事業
地域福祉事業活動等諸経費

4,178,000
1,471,000

280,000
100,000

3,887,800
9,916,800

42%
15%
3%
1%

39%
100%

3



Ｑ．現在の活動について教えてください。
　折り紙を加茂小学校放課後子ども教室で、教え始めて6年くらいたち
ます。また、地区の文化祭でつなぎ折鶴の作品を展示しています。写真
は、小笠の平川会館でのさつき盆栽展・文化展で、披露したものです。
また、頼まれればつなぎ折鶴を教えに行くこともあります。
　そもそも、折鶴を始めたきっかけは、定年後何をしようかなと思い書
店に行き、つなぎ折鶴の本を見つけ、家で作ってみたら簡単に出来たこ
とからです。いろいろな本を買い、いろいろなつなぎ折鶴を作ります。
細かい作業なので、2時間集中して作ります。今では、山梨県の和紙の
里で和紙を購入して作っています。
　また、作ることが好きで、頼まれれば輪投げの台、段ボールでお祭りの神輿、オセロ、ペットボ
トルのゲームを作ったりしています。

Ｑ　活動して楽しいことや印象に残っていること
があったら教えてください。
　放課後子ども教室では、一緒に折り紙を作り子
どもたちの笑顔で元気をもらっています。最後に
文集をもらうのですが、子どもたちの感想が嬉し
いです。或る女の子から「読んだら泣いちゃうよ」
と言ってくれました。文集は、私の宝物です。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　趣味は、ゴルフと釣りと大工仕事。釣りは、清
水に行き黒鯛を釣ります。釣った魚は自分で捌い
て刺身で食べます。大工仕事は、自分の家をリ
フォームしています。つなぎ折鶴を上手く収納す
るために、箱を作って工夫しています。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあっ
たら教えてください。
　つなぎ折鶴を広めたいです。放課後子ども教室
で習った子が続けてくれたら嬉しいですね。後継
者ができたらいいなぁと思っています。

※今回、私たちもきれいに折る鶴の折り方を伝授してもらいました(*^_^*)
　つなぎ折り鶴は、きれいに折ることが大事で、机の上で折っていては、破けてしまうので空中で

折らなければなりません。難しいですね。

趣味の輪を広める

村松 稔明 さん
（自治会名：小川端）

4※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいらっしゃいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。

笑顔、輝いています　－第107回－



　里山再生クラブは、「地域里山の再生」を目指し活動しています。
　地域里山は、社会状況の変化に伴い放置され荒廃し、所有者による整備が困難な状況となってい
ます。そこで当クラブは、里山を荒廃させている竹を所有者に代わり伐採し、里山の機能や景観の
再生を図っています。また、竹林でのイベントや竹を使ったモノづくり、ワークショップなどを通
じ、多くの皆さんに関心を持っていただき、自然あふれる住みよい地域社会の実現に寄与すること
を目指しています。

経緯
平成２０年１月２５日NPO法人認証、登記。４月１日 活動開始
平成２０年６月から「森の再生事業」：静岡県森林税による竹林整備
平成２５年７月から「森の保全事業」：林野庁交付金による竹林保全

イベント実施状況
・４～６月　　　春の森づくり大作戦、春の山菜祭り、クラブ

総会
・１０～１２月　秋の森づくり大作戦、菊川市文化祭・産業祭
・１～３月　　　荒廃竹林調査・申請書作成、シイタケ栽培、

遊休地果樹栽培

竹林整備状況　菊川市西方（沢田）

整備前

➡ ➡
整備後 ３年後

①森の再生事業
荒廃竹林調査、整備計画、
竹の伐採

問合せ・連絡先
NPO法人里山再生クラブ　堀 守夫
☎0537-36-0714　携帯090-3301-9416
E-mail：satoyama-saiseikurabu@hotmail.co.jp

②森の保全事業
パトロール、伐採竹の
活用、タケノコ・椎茸・
竹粉・竹炭

③遊休地活用事業
山菜・薬草・果樹栽培

主な活動

NPO法人 里山再生クラブ
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菊川市消費生活センター（市役所商工観光課内）にご相談ください
☎３５－０９３７（平日8：15～17：00）

「みなさまへのご報告」

　新型コロナウイルス感染症に関連した相談が、全国の消費生活センターに寄せられています。
根拠のないうわさなどに惑わされずに、正確な情報に基づいて冷静に対応することが大切です。

「中央省庁を名乗る者から、マスクと検査キットを送ると電話が
あり、家族構成や口座情報を聞かれた」
「特別定額給付金とマイナンバーカードの申請代行をするとの電
話があった」

封筒に入った使い捨てマスク３０枚が宅配便で届いた。
家族に確認したが誰も注文していない。

新型コロナウイルス対策に便乗し、市役所などの公的機関などに
なりすまして、個人情報や口座情報を詐取しようとする電話の問
い合わせがみられます。
手続きに関して、行政・公的機関の職員が訪問したり、通帳や
キャッシュカードを預かったり、電話やメール・SMSで個人情
報や暗証番号を聞き出したりすることはありません。

注文していない商品については売買契約は成立していません。
慌てて業者に連絡しないように！！
使用せずに１４日間保管した後は、自由に処分できます。

★その他にも、以下のような相談が寄せられています。
・海外から身に覚えのない商品が届いた。
・未成年の子どもが年齢を偽ってオンラインゲームを利用したところ、高額な請求が届

いた。
・保険金を使って自宅の修理をしませんかと業者が訪問してきた。
・勧誘電話を一度断ったが、その後も電話がかかってくる。　等

今後、新たな手口が現れる可能性があります。
おかしいな？と不安に思ったら

新型コロナウイルス感染症に便乗した、
消費者トラブルにご注意！

6子育て相談　火～土曜日　9：00～16：30　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698

「みなさまへ」



お家で自主トレ（ふくらはぎを鍛えて血管の若さを取り戻そう！）

【つま先上げ】
かかとを床につけたまま、１, ２, ３, ４で両方のつま先をゆっくりあげ
ていきましょう。あげたつま先を、５, ６, ７, ８でゆっくり下ろしま
しょう。

【かかと上げ】
ふくらはぎが硬くなるように、１, ２, ３, ４で両方のかかとをゆっくり
上にあげていきましょう。（こむら返りに注意してください）
ひと呼吸おき、５, ６, ７, ８でゆっくり、かかとを下ろしましょう。

【つま先立ち】
足の指先に力をいれながら、１, ２, ３, ４でゆっくりと両方のかか
とをあげていきましょう。
５, ６, ７, ８でゆっくりとかかとを下ろしましょう。

【かかと立ち】
１, ２, ３, ４で両方のつま先をあげていきましょう。
５, ６, ７, ８で両方のつま先をゆっくりと下ろしましょう。

３セット行いましょう！！（つま先上げ・かかと上げを１セットとし、３セットを目標に行います）
下肢の筋力を維持することにより転倒予防にもつながります。

しっかりした椅子など、両手で体重を支えられる物を用意します

☆両手で椅子の座面を持ち、両足を軽く広げて行います。

☆椅子の背などに手を添えて、両足を肩幅程度に開きます。

健康寿命を延ばそう！やってみよう！！

チャレンジ

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）
マジック モクレン　私たち「マジック モクレン」はマジック愛好会です。
　マジックは見ている人からどうして？不思議！！と思わせること。
　私達にすればいかに、おもしろく楽しく見てくださること！
高齢者施設・デイサービス・サロン・障害者施設などご依頼があれば会員で
出掛けていきます。
　練習は年に数回集まって行っています。各々でも一生懸命練習をしていま
す。興味のある方、ご依頼のある方はお声をかけてください。

 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

団体からのお知らせ
書き損じハガキ集めています
　「NPO法人COCO」では、一年をとおして書き損じハガキを集めています。市内の各地区センター、
プラザけやき（社会福祉協議会窓口）に収集箱を設置しています。年賀状等の書き損じハガキがあり
ましたら、ぜひご協力をお願いします。 
　お宅にある不用な日用品を寄贈してください！

7 ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき　☎35-3724

ボランティアの広場



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００
心配ごと相談
 日時 　７月１日（水）   ９：００～１２：００
　　　  ７月15日（水）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　７月 ６日（月）１３：００～１６：００
　　　  ７月20日（月）    ９：００～１２：００
 会場 　中央公民館

結婚相談
 日時 　７月３日（金）１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  ７月19日（日）    ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき

※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
※奇数月の第１金曜日は、女性専用日となり

ます。
ひきこもり、不登校相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００
 会場 　プラザけやき

※毎月第１月曜日（祝日の場合は翌週）には、
　ひきこもり・不登校サロンを開設しています。

 予約電話 　０90-１４７６-３２３３
※新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、中止にな

ることがあります。開催につきましては、菊川市社会
福祉協議会 ☎35-3724にお問い合わせください。

受講者募集
「福祉有償運送運転者・セダン等運転者講習会」

お宅にある不要な日用品を寄贈してください！

　国土交通大臣認定の講習を行い、福祉有償運送運転者及びセダン等運転者を養成します。

 日　　時 　令和２年７月21日（火）9：30～16：00
　　　　　　　　　　　  22日（水）8：45～15：30　※２日間とも受講が必要です。
 内　　容 　講義、実技　等
 会　　場 　特別養護老人ホーム松秀園
 対　　象 　・1種免許（またはそれ以上）をお持ちの方

・これから福祉有償運送の運転者として従事しようとする方
・道路運送法第78条の許可を受ける訪問介護事業所の訪問介護員等

 定　　員 　12名（先着順）
 参 加 費 　3,000円（当日集金します）
 申込締切 　７月９日（木）
 申込方法 　菊川市社会福祉協議会へ電話、又は直接窓口に来ていただき申込みしていただく方法と、

受講申込書によりＦＡＸでお申込みいただく方法があります。
申込締切後、受講案内の書類を送付させていただきます。

※受講申込書は、本会ホームページ（http://www.kiku-syakyou.or.jp）からダウンロードできます。

　マスク・石鹸・洗剤(台所用・洗濯用)・歯みがき粉・トイレットペーパー
ティッシュペーパー・衣類(未使用・タグ付きのものに限る)など、未使用
なもののご協力をお願いします。
　頂いた日用品は、生活困窮の世帯・市内社会福祉施設へ贈らせていた
だきます。

 募集期間 　8月31日(月)まで
 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

参加者募集　各種事業
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